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11月９日（水）〜15日（火）は
秋季全国火災予防週間です
�防火標語

“消したはず  決めつけないで  もう一度”
※期間中は午前７時
に防災無線によるサ
イレンを吹鳴しま
す。
※火災予防運動中、消防自動車による
火災予防啓発パレードを行いますので
火災と間違わないでください。
問  消防防災課　内線３６８
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１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
、
そ
し
て
今
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
国
内

観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
を
記
録
し
ま
し
た
。
地
震
に
よ
る
被
害
の
ほ
か
、
大
津
波
に

よ
る
被
害
、
火
災
、
加
え
て
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
被
害
と
戦
後
最
大
の
災
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
活
発
な
余
震
が
続
き
、
い
つ
大
地
震
に
襲
わ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

地
震
が
起
き
た
時
、
備
え
の
あ
る
な
し
が
生
死
を
分
け
る
事
も
あ
り
得
ま
す
。
地
震
に
対
す
る
知
識
を

身
に
つ
け
、
冷
静
に
対
応
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

階級 人間 屋内の状況 木造建物 ライフライン

５弱
多くの人が、身の安
全を図ろうとする。
一部の人は、行動に
支障を感じる。

食器や本が落ちるこ
とがある。家具が移
動することがある。

耐久性の低い住宅で
は、壁や柱が破損する
ものがある。

ガス、水道が遮断され
る家庭がある。

５強

非常な恐怖を感じ
る。多くの人が、行
動に支障を感じる。

食器や本の多くが落
ちる。タンスなど重
い家具が倒れること
がある。変形により
ドアが開かなくなる
ことがある。

耐久性の低い住宅で
は、壁や柱がかなり破
損したり、傾くものが
ある。

ガスの導管、主要な水
道管に被害が発生する
ことがある。一部の地
域で供給が停止するこ
とがある。

６弱

立っていることが困
難になる。

固定していない家具
の多くが稼働、転倒
する。
開かなくなるドアが
多くなる。

耐久性の低い住宅で
は、倒壊するものがあ
る。耐久性の高い住宅
でも、壁や柱が破損す
るものがある。

ガスの導管、主要な水
道管に被害が発生す
る。
一部の地域で供給が停
止し、停電することも
ある。

６強

立っていることがで
きず、はわないと動
くことが出来ない。

固定していない重い
家具のほとんどが移
動、転倒する。戸が
外れて飛ぶことがあ
る。

耐久性の低い住宅で
は、倒壊するものが多
い。耐久性の高い住宅
でも、壁や柱がかなり
破損するものがある。

ガスの導管、排水施設
に被害が発生すること
がある。一部の地域で
停電する。
広い地域でガス、水道
の供給が停止すること
がある。

７
揺れにほんろうさ
れ、自分の意思で行
動できない。

ほとんどの家具が大
きく移動し、飛ぶも
のがある。

耐久性の高い住宅で
も、傾いたり、大きく
破壊するものがある。

広い地域で電気、ガ
ス、水道の供給が停止
する。

　
大
き
な
地
震
が
発
生
す
る
と
家
具
が
倒
れ
、
そ
の
下

敷
き
に
な
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
り
、
倒
れ
た
家
具
が
部
屋

の
出
入
り
口
を
ふ
さ
い
だ
り
、
通
路
を
ふ
さ
い
だ
り
し

て
避
難
し
よ
う
と
し
て
も
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す
。
家
具
は
固
定
す
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

●
タ
ン
ス
・
食
器
棚
な
ど
…
家
具
の
中
で
倒
れ
る
危
険

性
が
最
も
大
き
い
の
が
タ
ン
ス
や
食
器
棚
と
言
わ
れ
ま

す
。
家
具
転
倒
防
止
金
具
や
突
っ
張
り
棒
な
ど
を
使
う

と
大
き
な
揺
れ
に
対
し
て
強
く
な
り
ま
す
。

●
テ
レ
ビ
…
で
き
る
だ
け
低
い
位
置
に
固
定
し
て
置
く

よ
う
に
す
る
事
が
大
切
で
す
。
薄
型
テ
レ
ビ
の
場
合
は

転
倒
防
止
マ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
冷
蔵
庫
…
裏
側
の
上
部
に
転
倒
防
止
の
た
め
の
ベ
ル

ト
や
針
金
な
ど
を
通
す
穴
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
か

ら
壁
に
固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
窓
ガ
ラ
ス
…
地
震
直
後
の
窓
ガ
ラ
ス
の
破
片
の
上
を

歩
く
の
も
大
変
危
険
で
す
。
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
を
貼
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
照
明
器
具
…
天
井
か
ら
吊
り
下
げ
る
タ
イ
プ
の
照
明

器
具
は
、
チ
ェ
ー
ン
や
金
具
で
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

　
公
的
な
援
助
が
行
き
届
く
の
に
３
日
か
か
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
食
料
や
飲
料
水
は
３
日
分
を
目
安
に
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
食
料
品
や
飲
料
水
な
ど
普
段

か
ら
利
用
で
き
る
も
の
は
、
災
害
時
に
備
え
て
備
蓄
し

て
お
く
の
で
は
な
く
、
普
段
の
生
活
に
利
用
し
な
が
ら

新
し
い
も
の
を
補
充
し
て
い
く
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

◆最低必要なもの
□水（３㍑）　□食品（缶詰、乾パン、ビスケッ
トなど）　□救急箱　□懐中電灯　□ライター　
□缶切り　□ロウソク　□ナイフ　□衣類　□
手袋　□毛布　□ラジオ　□ヘルメット　□防
災ずきん　□電池　□印かん　□現金　□貯金
通帳　□ミルク、ほ乳びん（赤ちゃんがいる場合）

地震震度別被害状況

災
害
に
備
え
て
備
蓄
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

家
の
中
の
点
検
と
家
具
を
固
定
し
ま
し
ょ
う

▲地震体験車で震度６弱の地震を体験
する長讃小学校の児童たち
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　少子化が進むなか、希望する子どもの数を持てない要
因のひとつとして、経済的負担をあげる世帯が多くなっ
ています。
　これらの子育て家庭への経済的負担の軽減策として、
保育所等に２人以上同時に入所していて、保育料が半額
に軽減されている３歳未満児の保育料の一部を助成する
ことにしました。
　昨年度までは、「筑西市３人っこ家庭応援事業」として、
第３子以降の児童を対象としていましたが、今年度から
は対象を第２子以降の児童として、対象者がより多くな
るように事業内容を見直しました。

■対象
　保育所等に２人以上同時に入所している世帯で、保育
　料が半額になっている３歳未満の児童

■助成内容
　公立・私立認可保育所の保育料を、月額 3,000 円を
　上限に助成
　※国の制度において、同一世帯から２人以上が保育所等に同時入所している
   場合、２人目は半額、３人目以降無料の軽減措置が実施されています。

■所得制限
　保育料基準額表の第４階層（所得税額 40,000 円未満）
　までの世帯

■適用除外
　保育料及び市税等を滞納している人が属する世帯の児
　童である場合

　平成 23 年 11 月１日（火）〜平成 24 年３月末まで
　※土日・祝日除く
　時間は午前８時 30 分〜午後５時 15 分

　本庁こども課又は各支所総合窓口課　※郵送可

　・認定請求書（郵送されたもの）
　・印鑑
　・通帳（これまで受給していた人で、同じ口座の場合
　　は不要）
　・保険証のコピー（厚生年金加入者のみ）
　・単身赴任等でお子さんが市外に住んでいる場合、お
　　子さんの住民票謄本（市内別居の場合は不要）
　
　※通帳と保険証は、お子さんのものではなく申請者（生
　計の中心者である父母等）のもの

　こども課　内線２５６

　　　こども課　内線２５４

すこやか保育家庭応援事業

事業内容

保育料助成の事例

問い合わせ

事例 18歳未満〜
小学生以上 保育所〜３歳以上 ３歳未満

①

②

③

④

第１子

第１子

第１子

第１子 第２子

第２子

第２子

第２子

第３子

第３子

第３子

第３子

1/2

1/2

1/2

1/2

無料

無料

無料

該当

該当

該当

該当 当事業の保育料助　
成対象となる児童

国の制度による軽減
措置を受ける児童

1/2
無料

申請期間

申請場所

申請に必要なもの

問い合わせ

● 10 月以降にお子さんが生まれた人や転入した人
　は、出生日・転出予定日の次の日から数えて 15
　日以内に必ず申請してください。申請が遅れます
　と、手当が支給されない月が発生する場合があり
　ます。
●公務員の人は職場で申請してください。

ご 意 だ注 く さ い

子ども手当の
　  申請が
　必要です

　10 月分からの子ども手当を受給するために
は、これまで受給していた人も含め、新たな申
請が必要となります。
　平成 24 年 3 月末までに申請をすれば、10 月
分からの手当を受給することができます。
　これまで受給していた人には、10 月 28 日に
申請書を発送しております。
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